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第46回大会〕

1 Jp－4 　　　　官能検査法による味覚調査

　一青年期における年齢別味覚の相違－

聖徳大短大部　　○伊藤輝子　田中聖子

食　　物

　目的　ヒトの味覚はどの様に生じ、どの様に変化するのか。これらの点を明らかにする

目的で、幼少時から老人迄を対象とし、ヒトの感覚を用いる官能検査法で人間の味覚の変
化を追求している。昨年発表した学童期（小学１年から６年迄）に続き、今回は青年期に

あたる中学１年から高校３年迄の検査を行なった。

　方法　千葉県松戸市の中高生（1 2才から1 8才）5 1 8人（女子）を対象とした。試

　一料は塩味:0.7, 0.9, 1.1% （食塩水溶液）、甘味:4, 8, 12% （砂糖水溶液）、酸昧:
4, 8, 12% （食酢、1%食塩、10%砂糖混合水溶液）、旨味:0.1, 0.3, 0.5%（MSG、

0.8 %食塩水溶液）とし、各々試飲してもらい濃度識別官能テスト法の順位法で行なった。

解析、検定はケンドールの一致性の係数（Ｗ）、正解率、Ｔ検定、χ'検定法によった。
結果　塩味のＷは0.41～0.50（除く中２）であり、四味中一番高くかつ年齢差も四味中最

小であり、塩味は分かりやすい味といえる。甘味のＷは中１から高１迄は小学生と同様0.
09～0.14と低く一番好きな味であるのにもかかわらず判定能力は低い。高２になると

0.26と高くなるが大人の判断能力がそなわるのは意外に遅い味である。酸味のＷは0.26～
0.35（除く中２）であり、その濃度の判断能力は塩味に次ぐ。年齢間｡の差もさほど見られ

ない。旨味のＷは0.06～0.33であリ年齢差を最高に示す味である。中１～中3迄は0.06～
o.uであるが高１は0.18、高２は0.20、高３は0.33であり、年齢と共に高くなり経験や

学習によって覚える味ということが示唆された。四味とも中学生より高校生が高値を示し、

青年前期より後期の方が味覚の判断能力のあることが判った。

５月22日（日）Ｊ会場　午前9 :30～12 : 00

2Ja－1 西ジャワ内陸部における食生活のアンケート調査
　鹿児島県立短大　　　　○小住フミ子　　岩切成郎

　〔目的〕丿投にインドネシア料理は辛く、ココナツ油を使用するといわれている。西ジ

申ワ内陸地方の比較的経済力に恵まれた人々の食事の概要を知り、食文化と健康1こ対する
意識調査を行った。
　防法〕都巾部公務員及び学生、並びに会社員で、アンケート用紙を理解し、協力して

もらえる人、並びに農村部カンポン（集落）での少数の人からの聞き取り調査を行った。もらえる人、並びに農村部カンポン（集落）での少数の人からの聞き取り調査を行った。
調査の為の用紙は100部準備した。調査時期は1993年８月末。回収率m%有効回答率m

また日本との比較のため、本学学生63名のアンケート調査を行った。［回収率00%で有効回

答率m%である。
　〔結果〕都市部では餅菓子を始め甘い澱粉質の食品力侈い中で、間食を毎日１[弓または

２～３[司食べる女性は72%で、殆ど食べない男性50%を大きく上回っていた。またココナ
ツ油を調E里に週３～４回使う人力侈く、辛い香辛料を使った食事があまり好きでない人も
見られた。また蛋白源として、卵は２～３日に１回の人力侈く、食材料の購入も多い。川

えびや淡水魚も食べられ､果物がよく摂取されていた。食品保存の方法は殆どの人力頒蔵

庫を求めていた。ザ方、カンポンでは電気もなく、家の周囲に植えられている植物や、鶏
、山羊、淡水魚などを蛋白源にし、貨幣経済普及の格差はある力ぐ豊かな自然の恵みの中で

の生活があった。既往症及び現在もっている病にはビタミン不足による口角炎、胃の病気
をあげた人力侈く、身体に良い食物として自己栽培の葉っぱや根茎をあげていた。
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